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研究成果の概要（和文）：本研究は、Brief-BESTestの6要素を用いて地域在住高齢者の個別のバランスの課題を
判別することを目的とした。この6要素とは生体力学的制約、安定限界、予測的姿勢制御、姿勢反応、感覚機
能、歩行安定性であり、それぞれ固有の検査を行った。
解析の結果、転倒経験は姿勢反応が関連し、咄嗟の下肢のステップ反応の重要性が示唆された。歩行機能は予測
的姿勢制御と姿勢反応、感覚機能、歩行安定性が関連し、支持基底面が変化する検査課題が選択された。フレイ
ルは安定性限界と予測的姿勢制御、感覚機能、歩行安定性が関連し、バランス機能の多くと関連していた。高齢
者のアウトカムによって関連するバランス課題が異なった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to identify individual balance issues among 
community-dwelling older adults using the six systems of the Brief-BESTest. These six systems 
include biomechanical constraints, stability limits, anticipatory postural adjustment, postural 
response, sensory orientation, and stability in gait, each of which was assessed through specific 
tests.
The results of the analysis revealed that fall history was associated with postural response, 
suggesting the importance of immediate step responses in the lower limbs. Walking function was 
related to anticipatory postural adjustment, postural response, sensory orientation, and stability 
in gait, with testing tasks selected to examine changes in the base of support. Frailty was 
associated with stability limits, anticipatory postural adjustment, sensory orientation, and 
stability in gait, showing correlations with various aspects of balance function.
The balance issues related to older adults varied depending on their outcomes.

研究分野：老年医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって、地域在住の高齢者において、転倒や歩行機能、フレイルなどのアウトカムによって関連するバ
ランス機能が異なることが明らかになった。これまで、高齢者の健康促進のための運動は一律に提案されること
が多かったが、運動の目的に応じて、特定のバランストレーニングを提案するべきだと言える。
高齢者のバランス機能の特徴をより明確にすることで、転倒予防やフレイル予防など、高齢者の健康促進に役立
つ運動プログラムの開発が可能と考える。これにより、広く実施される高齢者の健康づくりに貢献できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

高齢者の 20～30％は転倒を経験する．転倒はバランス低下が密接に関係し，バランスは加齢
とともに低下する．既に多くのバランス検査があるものの，バランスが低下した対象者の課題を
具体的に示せる検査はない．近年，開発されたバランス検査に BESTest がある．BESTest は従
来のバランス検査を整理し，バランスを 6 要素で構成した点が新しく，メタアナルシスの結果，
バランスの全ての要素を検査できるバランス検査は BESTest のみであった（Sibley KM, Arch 

Phys Med Rehabil, 2015）．既に複数の言語に翻訳され，信頼性と妥当性が確認されている．し
かし，BESTest は検査時間が長いため，その後，短縮版として Brief-BESTest や Mini-BESTest

が開発された．このうち，Mini-BESTest は転倒予測に有用とする研究報告があるが，4 要素の
検査であり，全てのバランスの要素を検査できない．一方，Brief-BESTest は 6 要素を検査で
き，対象者のバランスの課題を詳細に判
別できる可能性が高い．Brief-BESTest

は股関節と体幹の支持力，前方へのリー
チ，片脚立ち，立位でのステップ反応，
閉眼立位，Timed Up and Go test の 6

つの検査から成る． 

申請者らは，これまで Brief-BESTest の
有用性を明らかにする研究を進めてき
た．臨床応用例として，バランスの課題
を判別し，介入の決定に有用であること
を明らかにした．また，地域在住高齢者
の Brief-BESTest の 6 要素がそれぞれ
固有のバランス検査であり，筋量や筋力
との関連性が異なることが分かった（右
図）．これまでの研究から， Brief-

BESTest の 6 要素によって地域在住高
齢者のバランスの課題を判別できる可
能性がある． 

 

２．研究の目的 

本研究は Brief-BESTest を用いて，地域在住高齢者の個別のバランスの課題を判別すること
を目的とする．そのために，Brief-BESTest の 6 要素の構造的特徴や臨床的意義を明らかにし
た． 

 

３．研究の方法 

 横断研究を実施した．対象は地域のグループ活動の会場に一人で歩いて通える 65 歳以上の地
域在住高齢者とした．Brief-BESTestの他，基本チェックリスト，歩行能力，転倒歴，筋量，筋
力のデータを収集した．筋量測定には体成分分析装置を用い（InBody270），筋力測定には握力計
（グリップ-D）やハンドヘルドダイナモメーター（μTas）を用いた． 
主に転倒，歩行速度，フレイル評価と Brief-BESTest の 6要素との関連性を検証した．  

 
４．研究成果 
１）転倒とバランス機能 
 地域在住高齢者 109 名を対象とした．過去 1年間の転倒を聴取し，転倒群と非転倒群に分け，
さらに 65歳以下の前期高齢者と 75歳以上の後期高齢者に分けて，Brief-BESTest の他，身体機 
 

(Shinohara T et al., Physiotherapy Theory and Practice, 2022;38:1381-1388) 



 

 

 
能を比較した．前期高齢者では身体機能や Brief-BESTest に差は認められなかった．後期高齢者
では，転倒群で有意に歩行速度が遅く，Brief-BESTest の合計点およびセクションⅣの姿勢反応
が有意に低かった． 
 
２）歩行速度とバランス機能 

77 歳以上の女性の地域在住高齢者 55 名を対
象とした．快適歩行速度が1.0m/sec以上をFast
群，1.0m/sec 未満を Slow群とした．Fast群と
Slow 群に対する Brief-BESTest の 6 セクショ
ンの関連性を ROC解析にて検証したところ，セ
クションⅥの歩行安定性が最も関連性が高か
った．その他，the area under the curve が
0.7 以上であったのは，セクションⅢの予測姿
勢制御，セクションⅣの姿勢反応，セクション
Ⅴの感覚機能であった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(Shinohara T et al., Journal of Geriatric Physical Therapy, 2022;45:E1-E7) 
 
 
３）フレイルとバランス機能 
女性の地域在住高齢者 75名を対象

とした．基本チェックリストにて 8
点以上をフレイル群，7点以下を非
フレイル群とした．群間比較にて
Brief-BESTestの 6 セクションで有
意差が認められたのは，セクション
Ⅱの安定性，セクションⅢの予測姿
勢制御，セクションⅤの感覚機能，
セクションⅥの歩行安定性であっ
た．また，フレイルと非フレイルに
対する Brief-BESTest の 6セクショ
ンの関連性を ROC解析にて検証した
ところ，the area under the curve
が 0.7以上であったのは，セクショ
ンⅢの予測姿勢制御とセクションⅥ
の歩行安定性であった． 
 
(Shinohara T et al., International journal of rehabilitation research, 2021;44:51-56) 
 
 



 

 

 

(Shinohara T et al., International journal of rehabilitation research, 2021;44:51-56) 

 

４）結果のまとめ 

高齢者の転倒，歩行速度，フレイ

ルは，Brief－BESTest におけるバ

ランスの 6 要素との関連性がそれ

ぞれ異なった（左図）．従来のバラ

ンス機能の研究では，バランス評

価尺度の合計点を検証したものが

多い．本研究ではバランス機能を 6

要素で評価し，バランス機能をよ

り詳細に捉え，高齢者が安全に健

康的な生活を送る上で着目するべ

き機能を具体的に示すことができ

た．また，Brief-BESTestの 6要素

の臨床的意義を示すことができた． 
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